
























































基準となる陽イオン交換容量 (CEC: Cation Ex-

























する前の FWG(粒径:1O~20mm ， CEC: 0.6meq 
/100 g) と，一般的な吸着材で吸着能力が高く水
処理にも使用されている活性炭(以下AC1と示
す)(粒状:1栢×長さ×摩さ=5 mmX 3附 X3 mm， 
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位容積質量:264kg/nf，粒径:1O~20mm ， CEC: 
52.0meq/100mg) と今回の実験では Ze-FWGの粒
径に近づけた活性炭(以下 AC2と示す) (単位容
積質量:544kg/nf，粒控 7~ 9 mm， CEC: 1. 1 
meq/lOOmg) を用いて回分式吸着実験を行った.
図
AC 1による P04-P濃度低下は大きく， Z巴-FWG，
FWGの)1&でP04-P除去能が小さくなっている.




























































































































標準液(Cd(N03) 2) ，鉛標準液(Pb(N03) 2) ，酸化
クロム (Cr03)をそれぞれ蒸留水で希釈して初期濃
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